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A. Camus における現実と芸術について 35 
する時，創造の現実的基盤は次のように簡潔に要約される r創造とは統一の要求であり，



















ならない.芸術は現実を否定するが，現実から逃れることはできない..J(ibid. p. 661-2) 
それでは， このように現実に対してきわめて忠実な芸術が realisme という形式をとる
であろうか? realismeとは，赤裸な現実を修正することをふ選択することもなしに，た































由を確保するための可能性は engagementそのものの中lこあり engagement の文学の中
だけにはない.カミュの engagementの文学についての基本的な考え方は次のようなもの
である r私は参加の文学 leslitteratures engageesより，参加する人間 leshommes engages 
の方がずっと好きだ. (中略)私が彼ら(注，参加の文学者のこと) に望みたいのは， 作
品ではあまり参加せず，日々の生活でもう少し参加してくれることだ..J (Carnets II p. 180) 
カミュは創造によって建設しなければならない理想の世界を次のように設定する.
「それは各人の心の中にある自由と尊厳に対する渇望を首に癒してくれる世界である..J 














Albert Camus: Essais (Bibliotheque de la Pleiade， 1965) 
Albert Camues: Camets 1 (GalIimard， 1962). 
Albert Camus: Carnets I (GalIimard， 1964). 
]ean-Paul Sartre: Situations， I (GalIimard， 1948). 
Roger QuilIiot: La Mer et les Prisons (GalIimard， 1956). 
Robert de Luppe: Albert Camus-dixieme edition (Classique du XXe siecIe， 1963). 
(後記)
論文中の引用文は下記の翻訳書を参考に致しました.
「カミュ著作集.J4， 5 (新潮社)
「太陽の讃歌.J(新潮社)
「反抗の理論.J(新潮社)
